




Some Problems of the Time Budget Survey 
and Standardization on its Tabulation Method 
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1 工場終業時刻 (Q 3 ) 
2 工場退出時刻 (Q 4 
3 家信帰着時刻 (Q 6 ) 
4 就床時刻 (Q 11 ) 
5 就退時刻 (Q 13 ) 
6 組床時刻 (Q 18 ) 
7 家宿出発時刻 (Q 22 ) 
8 工場到着時刻 (Q 25 ) 
9 工場始業時刻 (Q 26 ) 
10 仕事の調子 (Q2，Q27) 
11 通勤時閣の内容 (Q5，Q24) 
12 余般の内容 (Q 9， Q 10 ) 
13 睡眠の内容 (Q 12ほか)

































































































































































1J.~%は ， 3日分の生活時間を， 1枚の用紙に舎きこむよ
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(.)人 尚 昆自民入る ζと、行水を使うιと
m休 息 骨休め、鎗麟‘食事以舛の歓童、昼寝などをする ζと
(0)過 動 住居世出て勤先Kつ〈 まで.働先を出て住居ICつ〈 まで





。埠教 費 斬聞.舗11;.・物'.どをft{tc.と、ラ ジ方ニふ ース、lIdーなどを瞳〈己と
u・ 味 生花、予古室、菅豪、俳句・'湿のようなにし担み1<なるものを帽 したり.習いは行〈 ιと
同銀 司陸

















( 7 ) 
?第2伺(1 )きのうの朝、食事をした時間
l卓、何時何分から何時何分までで 1.前日から引き続いて起きて 第2問
しfこ古丞。 いた人には、(めをたずねる。 ( 3 )午前0時から、朝の食!:JIが終わる
1第2間の(1)で朝の食事をし
( 2 )きのう般がさめてから朝の食 はかった人iζは、第3問の までの聞は、どんな乙とをして、
事が終わるまでの聞は、どんな乙 (1)をたずね、 続いて第3問 時簡をお過ごしになりましたか。
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多田 ・渡辺 ・生前時間調交の問題点 -279-




































































平日 土曜 日 曜
昭和35年 7.1 2 6.4 3 
40年 7.07 7.09 6. 1 3 
4 5年 7.59 7. 4 2 6.32 
4 8年 7.48 7.30 6.32 




















































































































































































































































松山調査(昭和 47年) 小分類項目 神戸調査(昭和49年) 小分類項目
永続的な教育並びに職業訓練 10 自分のための教育 4 
労働時間並びに労働lζ関連する時間 10 労働ならびに労働に関する時間 10 
家事労働 10 家事労働 11 
子供の世話 10 子供の世話 6 
買物並びに各種サーピスのための外出 10 買物ならびに各種サービスのための外出 7 
移動および待ち時間 4 
個人的欲求・食事並びに団体活動への参加 9 個人的欲求・食事ならびにすいみん 8 
市民的活動並びに団体活動への参加 9 市民活動・団体活動への参加 4 
見物・鍛楽・交際 10 見物・娯楽・交際 9 
スポーツ並びに能動的レジャー 10 スポーツならびに能動的レジマー 11 
受動的レ ジ々一 10 受動的レジ守一 10 
特殊t，Jコード 2 
(12) 
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出 通 ひ 唇
動準 と 上
{宜
の 欄 一次的 息 司 社
行動
備 動 -J 仕 守I 打 と 仕 事 外
〈 合 (J) 
せ t食z 
場所または移動 10 s s B s 8 / 













































表-10 生活時間項目分類と分類 コー ド
項 目 lU 分類コード 具 体 的 fj 動 伊j 不
労
定 時 車b J! 8 職場で行う通常の賎業的労働
勤務時間 験場での勤務 5 験場での残業(3と特IC分けてある場合】
働 時間外勤務
その他の勤務 6 総場以外の場所での残業 持ち帰り仕事等
時 自営 ・ 経営時間 7 自家営業、農林水霞業経営
間 内臓・補助労働時間 8 自営、経営の手伝い、内総
調 盟 12 食事の準備 調痩加熱
炊 事
後 片 づ It 13 食l!3洗い、残飯整理








買い物 その他の買い物 21 耐久消費財の貿い物、書籍の鰐入
働 間 各種サーピス 22 市役所、区役所銀行、郵便局等への外出、修理等の依頼の為の外出




重量 a量 26 縫い物、編み物.つくろいもの
望E 庭 管 理 27 家計簿記載、家庭経営K関するプラニング
その他の家事 28 家庭菜園、動値物の世話、ヤ ルースマンとの対応
乳幼児の 世話 30 授乳、おむつかえ等、 医学上の批話
~ 
学 薬指導 32 宿題や勉強の監督、けいζ事の指導
族 学童 ・学生の
学 校関係 33 PTA、授業参観、懇談会、入学式、卒業式等への出席
の 世 話
その他 34 遊び相手、 医学上の世話
倣
老働者の世 話 35 食事の倣話、入浴の世話、医学上の枇話
話
その他の家篠の倣話 36 要 ・夫の世話
授 業 39 高校生、大生量生、 予備校生の正規の授業
勉 学校教育時間
学 課 外 活 動 40 ヲラブ、サーヲル、委員会、生徒会
時 職業訓練時間 41 験業訓練所へ通 う、講習会、教習所、 仕事に関する講演会、講座への出席
間
家 庭 での勉学時間 42 勉強のために望書物を差是む、図書館等での勉学の時簡を含む
生 夜間の睡眠
45 通常のすいみん
理 睡眠時間 昼 間の睡眠 46 
深夜業勤務の場合、偶発的
的 昼寝 ・仮 眠 47 深夜業勤務での仮眠、昼寝
必 験 場 で の休 息 49 労働日における所定の休み時間、験場全体での休娘、勤務前後の時間
要 休息、 学校で の 休息 50 休み時間、放課
休懲時間
時 家 庭 での 休息 51 自宅内の休息





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































入力装置 光学マーク読取機 (FACOM 6353M) 
中央処理装置 FACOM-Mate 1 (32KW) 
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生活時間調査結果の出力形式
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ラムとデータ ・カード ・デ yクをセットし， R EA 
DYランプを押す
3.タイプライターのリウエスト ・キイを押し，












5. I.CT CHANGE !のメ ッセージのあと
スタート ・スイッチをONにする。
6 . ~'f~iJ'印字されると，I EX f!lial( Iとタイプ・
インする。
(2) プログラムがコンパイルされると.


















































2 ) Converse， P. E.，‘Time Budgets;' International 
Encyclopedia of the Social Science， Vol. [6， 
Macmillan， 1968， PP.42-47 
3) Robinson.， J.P.， and Converse， P. E.， "Social 
Change Reflected in the Use of Time;' Campbell， 
:¥.， and Converse， P.E.， ed. "The Human Meaning 
of Social Change;' Russel Sage Foundation. 
1972 
-290- 社会福祉学
Szala i.A.. "The Mu ltinational Comparative Time 
Budget Research Project;' American 8ehavioral 

















































In this paper， we reviewed on the points at issue and the methods concerning time budget survey in Japan. Conse. 
quently we have reconstructed the time budget survey in the fo11owing four lineages. 
1. Time budget surveys of the Institute of Labour Science， Japan and the Labour Ministry， Japan， 
2. Time budget surveys of NHK (Japan 8roadcasting Corporation) 
3. Tim巴budgetsurveys of the Statistics Bureau of Prime Minister 0而ce，Japan. 
4. Time budget surveys of the Economic Planning Agency， Japan 
As a result ofour reexamination of each surveys according to these four Iineages， we have found that time budget 
survey was not standardized and it was not conv巴口ientto bring data in practice 
We designed for a standardized plan of time budget survey by micro computer system. First of a1. we have clasi. 
tied systematica11y each human behavior and transformed it into the item number of each behavior. Second， we have 
made a computing program by FORTRAN[D] at JIS 3000 level for c1assification， add up and tabulation on the behavior 
with time in time budget survey. The micro computer system of this study was used FACOM.mat巴 Isystem (32kw) 
It has been standardized the central part of tim巴budgetsurvey by reasons of some theoritical and technical devices. 
that is to arrange each behavior by common term， to read input data by optical mark card r巴ader，to add up by the 
sixtynary scale. to dobule expression for primary and s巴condarybehavior (namely for the overlapped behavior) and to 
tabulate a de日niteform， etc 
We expect that Popularization of this method makes easily to get standardized data of time budget and to promote 
time budget analysis. 
(20) 
